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1(1)酸 ・塩基の定義を 3通 り紹介せよ。またこの一つを用いてアンモ■ウムイオン NH4・は酸 ・塩

基のどちらかを述べよ。
(2)アンモニア NH3と NH4~の立体構造について、∠H‐N‐Hは どちらが大きいかをVSEPR則 を説

明しながら3行 以内で解説せよ。

1‐ブテン(CH2=CH‐ CH2‐CH3)に 水素を付カロして n‐ブタンノ(cH3‐CH2‐CH♂ LH3)に する水素化熱lま

125.9 kJ/mol、1,3‐ブタジエン(CH2=CH‐CH=CH分 を同様に n‐ブタンにする水素化熱は 236.7

k」/molである。1.3‐ブタジエンのπ電子の非局在エネルギーを算出せよ。式や答えのみでなく、

非局在エネルギーとは何かおよび算出方法の説明も記すこと。

3 1,3‐ブタジエンの π分子軌道 を、 ヒュックル近似 を用いて求めると以下のよ うになる。

′J′ Z2'ρZ3'′Z4は炭素原子の原子軌道関数である。。

Ψ′=0。372′″1+0.602′ z2+0.602′ z3+0・372′z4

Yε =0.602′ zl+0.372′z2~0°372′z3~0・602′″4

Wc=0。 602′zl-0.372′z2~0°372′z3+0・602ρz4

vD=0.372′ zl-0・602ノz2+0・602′z3~0・372′z4
(1)HOMO、 LUMOと は何か説明せよ。また基底状態での 1,3‐ブタジエン冗分子軌道の HOMO、

LUMOは 上記のw/,Ψ B,W『,ΨDの うちどれかを示せ。

(2)エチ レンと 1,3・ブタジエンを混合 して加熱す ると式 1の ようにシクロヘキセンが生成するが、

式 2の ようにエチ レン同士を二量化 し環状化合物を生成す る反応は加熱 してもおこらない。この理

由 を (1)の 結 果 お よ び フ ロ ン テ ィ ア 軌 道 理 論 を 用 い て 説 明 せ よ 。

〆
×

|| す ||十 11

～590nm、 590nm～ 570nm、 570nm～ 400nmの 光が各々赤系統、黄色系統、青から紫系

統という知識を用いて説明してみよ

学生実験 「電気泳動法によるタンパク質の分離と分子量の推定」で使用 した ドデシル硫酸ナ トリウ
ムは以下の構造をとっている。これがタンパク質と結合できる理由および電気泳動実験に使用でき

る理由を本物質の構造に基づいて説明せよ。

田 《 珈 レ

101Na・
O

(1)立 方品の本当の定義を記せ。また底心立方格子は原理的にありえるか、あ りえないかを定義

に従つて説明せ よ。
(2)Siの バン ドギャップは 1.leV、ZnOの バン ドギャップは 3.4eVで ある。両者の色は各々どの

ようになつているかを第 4間 の(2)の知識、プランク定数の値 6.6x1034J・ s、光速 3.O x 108 m/S、

電荷素量 1.6x10・19Cを 用いて説明せ よ。
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